
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成２１年 ５ 月 ５ 日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

研究成果の概要：遠隔による器楽指導を行う際、指の細部やモニターからは見にくい手の裏側

などは角度を変えて、映像をアップにして説明する必要がある。また、身体の使い方を角度や

図形など客観的に分かりやすい指標を用いると効果的である。年齢の低い子供には、指示する

よりも「一緒に弾く」という真似る方法を取ると有効であり、遠隔と対面式の指導を織り交ぜ

ると良いと思われる。以上の点に留意すると、指導者の尐ない離島地域でも遠隔教育システム

を用いた器楽指導が可能になるといえる。 
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１．研究開始当初の背景 

 長崎大学では鹿児島大学、琉球大学と連携
を取りながら、離島教育、遠隔教育に関する
研究を行っている。芸術分野に関する専門プ
ロジェクトはないものの、2006 年に韓国との
双方向通信によるチェロの演奏指導の分析
を行う機会を得た。そこから、器楽指導の遠
隔教育における方法と可能性、ネットワーク
上での効率的な指導法を検証することによ
って、県内の離島での遠隔による器楽指導に
寄与するものと考え、本研究の着想に至った。 
 
 

２．研究の目的 

 本研究は、ネットワークを介した弦楽器の
実技指導を行い、遠隔教育における器楽指導
の可能性と限界について研究を行うことを
目的とする。弦楽器の演奏法は大変複雑で、
専門的に学ばなければ習得の難しい楽器で
ある。また指導者も都市部に集中しており、
地方や離島では人材が不足している。そこで、
特に身体や筋肉の使い方の指導などに言及
しながら、ネット上で演奏指導を行うときの
効果的な指導法について研究を行う。 
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３．研究の方法 

⑴2007 年度は、まず大学内の２地点を、学内
LAN を用いた回線で結んで、ヴァイオリンの
導入期における初歩的な指導を行った。双方
とも web カメラを用いて、指導者は被験者を、
被験者は指導者の様子や音を、モニターを通
して見聴きすることができる。指導者は筆者、
被験者は大学生３名、いずれも幼尐の頃、ピ
アノ学習歴があり、音名や楽譜は理解できる
レベルである。実験は 2007 年 9 月 11 日に実
施した。 

 

⑵2008 年度は、実際遠隔地をネットワークで
結び、子供を対象として、同様の実験を行っ
た。指導者は筆者で、長崎大学から学内 LAN

を用いて指導を行った。被験者は沖縄県南城
市の中１女子と小１女子で、回線は ADSL、
双方ともテレビ会議システム Skype を用い
た。中１はピアノ学習歴が長く、小１は音楽
学習歴がない。実験は 2008 年 8 月 15 日、及
び 20 日に実施した。 

 

 

４．研究成果 
⑴2007 年度の大学生を被験者として行った
実験では、ヴァイオリンの導入期の指導とし
て、①肩当てを付ける、②弓を張る、③松脂
を塗る、④座り方、⑤弓の持ち方、⑥楽器の
構え方、⑦演奏（E 線、ミの音）、⑧演奏（A

線、ラの音）、⑨演奏（３音、ラ、ミ、ファ
♯の音）、⑩演奏（３音、レ、ド♯、シの音）、
⑪全曲演奏の手順で行った。使用した教材は
「キラキラ星変奏曲」（「鈴木鎮一バイオリン
曲集第１巻」全音楽譜出版社より）の主題（全
12 小節）である。 

 実験の結果、①肩当てを付ける、②松脂を
塗る、④座り方、⑥楽器の構え方では、問題
は生じなかった。しかし、弓を持ったときの
右手親指が正面から見て裏側になる点、弓の
毛を弦に当てる角度や、弦を押さえる左指の
場所などは、モニター上では分かりにくく、
角度を変えたり、映像をアップにする必要性
がある。また被験者が指や腕の痛みを訴え、
「力加減」を指導することが難しく、脱力し
たとき、しないときなどを試行しながら指導
する必要がある。また、対面では「こんな感
じで」と指導すれば良いが、遠隔では弓の真
ん中で弾くときは右ひじが 90 度、弓先では
腕が二等辺三角形になるというように、図形
や角度を用いて具体的に指導する必要があ
る。 
 学内LANを用いたため、回線状態が良く、
ほとんど遅延が生じない状態で、指導に要し
た時間は初歩から「キラキラ星」全曲が弾け
るまで、1時間 23 分であった。 
 
 

⑵2008 年度は、被験者の年齢を下げて、回線
を大学側は学内 LAN、被験者側は ADSL で
同様の実験を行った。被験者は沖縄在住の中
1 女子と小 1 女子である。中 1はピアノ学習
歴が長く、小 1は専門的に音楽を学習してい
ない。 
 まず、中 1 の場合、大学生と同じような実
験内容を行ったところ、48 分で完成した。時
間を要した所は肩当てを付けるところのみ
で、右手や右腕にやや硬さは見受けられるも
のの、被験者は痛みを訴えず問題は生じなか
った。これは被験者のピアノ学習歴が長く、
音名に精通していたからであろうと思われ
る。また ADSL にしたことで、先に音が鳴り、
後で体の動きがついてくる遅延が生じたが、
今回の初歩的な指導段階では問題は生じな
かった。 
 一方、小 1 の場合は 2度に分けて実験を行
った。１回目は「キラキラ星」の 1,2 小節目
を演奏するのに 74分を要した。この原因は、
弓や楽器を持つ行為に慣れていなく、何回も
持ち直しているうちにフォームが崩れてし
まったからである。そして音楽学習歴がない
ため、「ラを弾きましょう」と言っても、音
名が理解できなかったためである。 
 2 回目は 5 日後に行い、初めから同じ手順
で行った。「キラキラ星」の 1,2 小節を弾く
のに 55 分とやや短縮した。2 回目はより指導
者の弓を持つ手などをカメラに近づけて映
し出したり、「～を弾きなさい」ではなく「一
緒に弾いてみよう」と真似させる指導法を取
った。1回目よりは幾分弾けるようになった
が、全曲を弾く段階までは到達せず、音が断
片的でありリズムが正確に演奏できないな
どの課題が残った。 
 
⑶研究成果の位置づけ 
 音楽の専門的な教育は、対面式がほとんど
であるが、今回遠隔による器楽指導を行って
みて、ある程度は実用可能であることが証明
された。初歩段階では、生徒側の楽器の指を
押さえる場所にシールを貼ったり、「一緒に
演奏する」という指導法を採用したりして工
夫することが必要である。楽器の音色はある
程度正確に伝わるので、高度なレッスンにも
適用は可能であると思われるが、音と身体の
動きの不一致の点で、指導に困難が生じる可
能性がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

⑷今後の展望 
 遠隔による器楽指導は、大人や音楽学習歴
のある子供においてはある程度成功する。し
かし、音楽学習歴のない幼児、児童の場合は
遠隔のみによる指導は難しい。しかし、実用
化すると、むしろ後者の場合がほとんど現実
的であるので、指導法の工夫が必要である。
また、遠隔だけでなく対面式のレッスンと織
り交ぜながら指導を行うと、効果が得られる
ものと思われる。上記のような方法で、音楽
の専門教育を行う指導者の尐ない離島地域
においても、本島の方から遠隔システムを用
いて指導を配信することができる。 
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